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はじめに
リチウムイオン・バッテリやリチウムポリマ・バッテリはエネ
ルギー密度が比較的高いので、携帯型コンスーマ製品に広く
使われています。それらは、ある大きさと重さの制限内で他
の組成のものよりも大きな容量を与えます。多くの携帯機器
はデータ転送のためにPCと頻繁にインタフェースする必要
があるので、USBバッテリ充電も普及してきています。

携帯型製品が複雑になるにつれ、高容量のバッテリの必要性
が増し、それに応じて先進的バッテリ・チャージャの必要性
が増しています。大きなバッテリは高い充電電流または最大
容量まで充電するための追加時間のどちらかを必要としま
す。ほとんどの消費者は短い充電時間を求めますので、充
電電流の増加が明らかに優先されるように思われますが、
充電電流の増加には大きな問題が2つあります。まず、リニ
ア・チャージャの場合、電流増加により追加の電力消費(つ
まり熱)が生じます。2番目に、チャージャは5V USBバスか
ら引き出される電流を、ホスト・コントローラが取り決めたモ
ードに従って、100mA(500mW)または500mA(2.5W)のど
ちらかに制限する必要があります。 

さらに大きな電力をシステム負荷に供給する
PowerPathTMコントローラ
USBポートから電力を引き出すのに一般に使われる2つの
方法があります。最初の方法では、電流制限されたバッテ
リ・チャージャがUSBポートとバッテリの間に直接使われ
ます。バッテリからシステム負荷に直接給電されるので、こ
れは「バッテリ給電システム」と呼ばれます。VBATがシステ
ム負荷が利用可能な唯一の電圧なので、利用可能な電力は
IUSB・VBATで与えられます。バッテリが低いと、利用可能な
電力の半分近くがリニア・バッテリ・チャージャ内で失われる
可能性があります。低バッテリ電圧保護モードでは、利用可
能な電力のわずか5%しか利用できないことがあります。

2番目の方法では、USBポートとバッテリの中間の電圧を
発生させます。この中間電圧バス・トポロジーは「Power-
Pathシステム」と呼ばれます。PowerPath ICでは、電流
制限されたスイッチがUSBポートと中間電圧の間に置かれ
ます。次に、中間電圧(VOUT)がリニア・バッテリ・チャージ
ャと携帯型製品全体の両方に給電します。中間電圧バス・
トポロジーを使うことにより、バッテリはシステム負荷から

図1. LTC4088 PowerPathトポロジー
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      、LT、LTC、LTMはリニアテクノロジー社の登録商標です。PowerPathは
リニアテクノロジー社の商標です。他のすべての商標はそれぞれの所有者に
所有権があります。
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切り離され、充電は適宜おこなわれます。PowerPathシス
テムでの充電の間、入力電流制限を超えない限り、USBポ
ートから最大2.5Wをシステム負荷に利用することができ
ます。この場合、VOUTは入力電圧(たとえば、5V)のちょう
ど下です。ただし、バッテリ電圧は5V入力よりずっと低い
ので、大きな電力がそれでもリニア・バッテリ・チャージャで
失われます。

充電効率を上げるLTC4088
LTC®4088は、図1に示されているように、従来のPower-
Pathシステムの電流制限されたスイッチを2.25MHzの降
圧モードの同期整流式スイッチング・レギュレータで置き
換えます。中間電圧(VOUT)はバッテリ電圧のちょうど上
に安定化されます。スイッチング・レギュレータでは電力が
節約されるので、利用可能な出力電流は入力電流より高く
なります。 

USB充電時間を短縮するLTC4088
この追加電流を使って携帯型製品に給電し、バッテリをもっ
と速く充電することができます。500mAのUSBポートから
給電するときの改善された標準的充電電流とリニア・チャー
ジャの比較を図2に示します。 

熱的制限を緩和するLTC4088
スイッチング・レギュレータの2番目の利点は熱の減少です。
効率の低い充電によって失われる電力により、携帯型製品の

外ケースが不快なほど熱くなることがあり、極端な場合、バ
ッテリ・チャージャの熱制限を引き起こすことがあります。
500mAのUSBポートに接続されているときの、リニア・チ
ャージャに比べた、LTC4088の標準的効率と節約された
電力を図3に示します。

LTC4088にはACアダプタを利用するモードも備わってお
り、その場合、最大入力電流は1Aに制限されます。システ
ム負荷とバッテリ・チャージャで利用可能な電流は、バッテ
リ電圧に依存して、1A～1.8Aの範囲で変化します。容量の
大きなバッテリの多くはこれらの高いレートで充電可能で
すが、ACアダプタとバッテリの間に1ボルト以上の差があ
ると、付随する発熱を許容できません。これまでは、これ
らのアプリケーションは単に最適充電レートより低い充電
レートと、それに相当した長い充電時間で折り合うしかあ
りませんでした。

まとめ
LTC4088は発熱とバッテリの充電時間の両方を減らして、
バッテリ充電と電力経路の管理のテクノロジーに劇的な進
歩をもたらします。携帯型アプリケーション向けに特に設
計されており、スイッチング周波数が高く、内部補償されて
いるので、小型のインダクタと出力コンデンサしか必要と
しません。リニア・バッテリ・チャージャと並んで動作する、
LTC4088の固有の降圧モード・スイッチング・レギュレー
タのトポロジーだけが、この比類のない性能を提供するこ
とができます。

図2. 500mAのUSBポートから給電されるときの
LTC4088の標準的充電電流とリニア・チャージャ

図3. USBポートから充電するときの、リニア・チャージャ
に比べたバッテリ・チャージャの効率と省電力
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